
＜県内市町巡回がスタート＞ 

総合型クラブの登録・認証制度がスタートし、県内２５クラブが「日本スポーツ協

会総合型地域スポーツクラブ全国協議会」の予備登録を受けました。一定の基準を満

たしたクラブであり、今後の更なる活躍が楽しみです。 

今後、地域スポーツの活性化が進む中、各地域に設置されている総合型クラブの役

割がより重要になることから、市町からのスポーツイベントの委託など、行政との連

携促進にも効果があると感じています。より安心・安全なスポーツ環境の整備に向け

て、各市町における本制度の有効活用に注目しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜登録・認証制度の運用＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合型地域スポーツクラブ（総合型クラブ）とは、地域の人々に年齢、興味関心、技術技能レベル等に

応じた様々なスポーツ機会を提供する、『多種目』『多世代』『多志向』のスポーツクラブです。福井県内

には 27の総合型クラブがあります。（令和 5年 4月現在）地域課題解決の一役を担う場として重要な組

織です。クラブアドバイザーは、クラブの創設から自立・活動までを一体的にアドバイスすることを目的

に活動しています。今年度もよろしくお願いします。 

 今年度も県内総合型クラブおよび市町行政担当者訪問が始まりました。市町行政担

当者は人事異動もあり、新たな担当者と情報共有が必要になりました。「総合型クラブ

とは…」など基礎的な内容や、登録・認証制度に関する最新の情報、また、既存クラブ

の活動状況などを共有しました。学校部活動の地域移行に関しての意見交換など、今後

もしっかり連携を取っていきたいと思います。 



 

昨年に引き続き、地域のスポーツ環境の基盤を強化する取組として、「地域スポーツ

推進団体連絡会議」が開催されました。将来を担う子どもたちのためにも、地域スポー

ツの基盤づくりは重要な課題です。県行政や関係団体が集まり、現状の課題を含めた協

議を行いました。最近の話題では、中学部活動の地域移行問題が中心ですが、一方で、 

どものスポーツ離れや体力低下のほか保護者の考え方な 

ども大きな問題です。スポーツの楽しさをいかに伝え、 

どのようにして理解を得るかを真剣に考えなくてはいけ 

ません。 

今年度もいくつかの研修会を予定しており、福井県に 

必要な地域スポーツ環境整備を目指した研修内容を、担 

当者や関係団体と検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜福井県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会総会＞ 

＜地域スポーツ環境づくりを協議する＞ 

 令和５年度福井県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会総会が５月１３日県営体育館

にて開催されました。事務局が福井県スポーツ協会に移り２年目を迎え、事業内容に大

きな変更はないものの、総合型クラブ関連事業が増えてきました。総合型クラブが地域

において必要な団体であると理解されてきた証拠と感じております。今後は、各クラブ

で、クラブ運営の在り方について構想を持ち、新たな発想や仕掛け作りなどの基盤強化

が重要です。福井県連絡協議会としても、各クラブの後押しを踏まえた協議会独自の事

業を打つことも必要だと感じ、今後、福井県連絡協議会として何ができるか、何をすべ

きかをクラブ代表者と協議しました。 

 

 

総会終了後、総合型クラブの認知度アッ

プ・会員数増加に向けた取組みについて

検討する時間を設けました。 

県内を５ブロックに分け事業展開をして

いきます。必要に応じて、クラブの相談

に対応していきます。 

  

総会の様子 


